
2013.7.12更新
本書74、76-79頁
通風経路③（74頁）に加える
通風経路③にはまた、1 つの空間の 1 つの開口部を複数の通風経路が通過する設定を行うことも可能です
(図2)。 
ただしその場合には・・
●複数の通風経路の外部に面した開口部両面が、同一の方 位に面していることが条件となります。
●複数の 通風経路が通過する開口部の開放可能な面積は、通過する経路数で按分します。
●複数の通風経路が通過する居室の換気回数は、通過する複数経路の合計値とします。

換気回数の計算（76-79頁）に加える
各通風経路における換気回数の判定は（1）表を用いる、（2）判別式を用いるの２つの方法に加えて（3）
換気回数による確認が加わりました。

以上で算出された換気回数で「５回/ｈ相当以上」「20回/ｈ相当以上」を判断します。

判別式を参照（79頁）



※「通風を確保する措置の有無の判定シート」がアップされました。
http://www.kenken.go.jp/becc/index.html ここからダウンロードできます

こんな感じです・・


